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(57)【要約】
【課題】簡単に、撮影部位の特定精度を向上する。
【解決手段】内視鏡システムでは、マウスピース２０に
設けられたカメラ４６、４８のカメラ画像に基づいて挿
入部２４の挿入量が検出される。次に、検出された挿入
量を含む所定範囲の過去画像５０が過去画像格納部５２
から取得される。続いて、取得された過去画像５０のそ
れぞれを、現在画像４９に照合して、各過去画像５０と
現在画像４９との類似度を算出する。そして、類似度が
最も高い過去画像５０の撮影部位が、現在画像４９の撮
影部位であると特定する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　先端に撮影部が内蔵された挿入部を患者の体内に挿入して体内の画像を得る内視鏡に用
いられ、前記撮影部が現在撮影している現在画像の撮影部位を特定する内視鏡撮影部位特
定装置において、
　前記挿入部の前記体内への挿入量を検出する挿入量検出部と、
　前記現在画像を取得する現在画像取得部と、
　過去に行われた内視鏡検査において撮影された複数の過去画像が格納された過去画像格
納部から、前記挿入量検出部が検出した挿入量に基づいて過去画像を取得する過去画像取
得部と、
　前記過去画像取得部が取得した過去画像と前記現在画像とを照合して、前記現在画像に
類似する前記過去画像を判定することにより、前記現在画像の撮影部位を特定する撮影部
位特定部と、
　を備えた内視鏡撮影部位特定装置。
【請求項２】
　前記撮影部位特定部は、前記照合を行った複数枚の前記過去画像の中から、前記現在画
像と最も類似度が高い過去画像を判定し、判定した過去画像の撮影部位を前記現在画像の
撮影部位と特定する請求項１記載の内視鏡撮影部位特定装置。
【請求項３】
　前記挿入量と、前記撮影部位の候補との対応関係を示す対応テーブルを有しており、
　前記過去画像取得部は、前記挿入量検出部が検出した挿入量に基づいて前記対応テーブ
ルを参照して前記撮影部位の候補を決定し、決定した撮影部位の候補に該当する過去画像
を前記過去画像格納部から取得する請求項１又は２に記載の内視鏡撮影部位特定装置。
【請求項４】
　前記挿入部の湾曲量を検出する湾曲量検出部と、
　前記挿入部の軸回りの回転量を検出する回転量検出部とを備え、
　前記過去画像取得部は、前記挿入量、前記湾曲量及び前記回転量に基づいて、前記過去
画像を取得する請求項１～３のいずれか１項に記載の内視鏡撮影部位特定装置。
【請求項５】
　前記過去画像取得部は、前記過去画像格納部から前記現在画像の撮影対象である対象患
者の過去画像を取得する請求項１～４のいずれか１項に記載の内視鏡撮影部位特定装置。
【請求項６】
　前記過去画像取得部は、前記過去画像格納部から前記現在画像の撮影対象である対象患
者とは異なる別患者の過去画像を取得する請求項１～４のいずれか１項に記載の内視鏡撮
影部位特定装置。
【請求項７】
　前記過去画像取得部は、前記過去画像格納部に、前記現在画像の撮影対象である対象患
者の過去画像がある場合には、前記対象患者の過去画像を取得し、
　前記対象患者の過去画像が無い場合には、前記対象患者とは異なる別患者の過去画像を
取得する請求項１～４のいずれか１項に記載の内視鏡撮影部位特定装置。
【請求項８】
　前記現在画像と、前記撮影部位特定部が特定した前記現在画像の撮影部位とを表示する
内視鏡検査支援画面を生成する画面生成部と、
　前記内視鏡検査支援画面の表示制御を行う表示制御部と、を備えたことを特徴とする請
求項１～７のいずれか１項に記載の内視鏡撮影部位特定装置。
【請求項９】
　前記内視鏡検査支援画面には、前記撮影部位特定部が特定した前記現在画像の撮影部位
を撮影した過去画像が、前記現在画像と比較可能に表示されることを特徴とする請求項８
記載の内視鏡撮影部位特定装置。
【請求項１０】
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　先端に撮影部が内蔵された挿入部を患者の体内に挿入して体内の画像を得る内視鏡に用
いられ、前記撮影部が現在撮影している現在画像の撮影部位を特定する内視鏡撮影部位特
定方法において、
　前記挿入部の前記体内への挿入量を検出する挿入量検出部ステップと、
　前記現在画像を取得する現在画像取得ステップと、
　過去に行われた内視鏡検査において撮影された複数の過去画像が格納された過去画像格
納部から、前記挿入量検出部が検出した挿入量に基づいて過去画像を取得する過去画像取
得ステップと、
　前記過去画像取得ステップで取得した過去画像と前記現在画像とを照合して、前記現在
画像に類似する前記過去画像を判定することにより、前記現在画像の撮影部位を特定する
撮影部位特定ステップと、
　を内視鏡撮影部位特定装置が実行することを特徴とする内視鏡撮影部位特定方法。
【請求項１１】
　先端に撮影部が内蔵された挿入部を患者の体内に挿入して体内の画像を得る内視鏡に用
いられ、前記撮影部が現在撮影している現在画像の撮影部位を特定する内視鏡撮影部位特
定プログラムにおいて、
　前記挿入部の前記体内への挿入量を検出する挿入量検出部ステップと、
　前記現在画像を取得する現在画像取得ステップと、
　過去に行われた内視鏡検査において撮影された複数の過去画像が格納された過去画像格
納部から、前記挿入量検出部が検出した挿入量に基づいて過去画像を取得する過去画像取
得ステップと、
　前記過去画像取得ステップで取得した過去画像と前記現在画像とを照合して、前記現在
画像に類似する前記過去画像を判定することにより、前記現在画像の撮影部位を特定する
撮影部位特定ステップと、
　をコンピュータに実行させることを特徴とする内視鏡撮影部位特定プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡の挿入部の先端に設けられた撮影部により撮影された撮影部位を特定
する内視鏡撮影部位特定装置、方法、プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　先端に撮影部が内蔵された挿入部を患者の体内に挿入して、撮影部によって撮影された
体内の画像を得る内視鏡が広く知られている。撮影部によって撮影された撮影画像は、リ
アルタイムでモニタに表示され、医師はモニタを通じて体内の撮影部位を観察できる。
【０００３】
　周知のように、内視鏡の挿入部は、撮影部が内蔵された先端部、先端部の向きを変える
ために湾曲する湾曲部、可撓性を有する可撓管部が、先端側から順に設けられている。ま
た、挿入部の基端側には操作部が連接されており、操作部には、湾曲部を湾曲させる湾曲
操作を行うための操作部材（アングルノブなど）や、撮影部によって静止画を記録するた
めのシャッタボタンなどが設けられている。
【０００４】
　内視鏡検査において、医師は、現在撮影している撮影部位がどの撮影部位か（食道か胃
か、あるいは胃の噴門か幽門か胃角かなど）を把握しながら、観察を行う必要がある。し
かし、内視鏡の検査対象となる消化管などは、モニタに表示された画像を目視するだけで
は違いが認識し難く、現在どの撮影部位を観察しているかを正確に把握できない場合があ
る。そこで、現在撮影中の撮影部位がどこかを特定するための装置が開発されている。
【０００５】
　例えば、下記特許文献１、２には、挿入部の挿入量や、挿入部（湾曲部）の湾曲量、挿
入部の軸周りの回転量などに基づいて、撮影部位を特定する装置が開示されている。挿入
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量及び回転量は、上部消化管の検査のように、患者の口から内視鏡を挿入する経口検査の
場合には、例えば、患者の口に装着したマウスピースに対する挿入部の変位量に基づいて
検出される。湾曲量は、例えば、湾曲部を湾曲させるための操作部材の操作量に基づいて
検出される。
【０００６】
　また、下記特許文献３には、挿入部の挿入量や、湾曲量、回転量だけでなく、ＣＴ（Co
mputed Tomography）検査やＭＲＩ（Magnetic Resonance Imaging）検査により得られた
画像から患者体内の３次元の画像データを生成し、生成した３次元の画像データと現在撮
影中の画像（現在画像）との比較結果を用いて撮影部位を特定する技術が開示されている
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特許第４２６２７４１号公報
【特許文献２】特開２０１４－０７６１７４号公報
【特許文献３】特開２０１２－１６５８３８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、上記特許文献１、２のように、挿入量、湾曲量、回転量などによって撮
影部位を特定する方法は、特定精度が低いという問題があった。すなわち、挿入量が同じ
であっても、患者の個体差（体型、年齢、性別など）により撮影部位は異なるので、挿入
量に基づいて特定した撮影部位と実際の撮影部位との間にズレが生じてしまう場合がある
。
【０００９】
　また、回転量は、患者の口に装着したマウスピースに対する挿入部の変位量に基づいて
検出、すなわち、患者の口の姿勢が回転量を検出するための基準となる。よって、患者が
顔の向きを変えるなどして患者の口の姿勢が変化してしまうと、実際には回転していない
にも関わらず挿入部が回転したと検出される恐れがある。さらに、湾曲量は、操作部材の
操作量によって検出されるが、湾曲部の湾曲方向は、基準となる回転量の変化によって変
化する。そのため、検出された湾曲量や回転量に基づいて特定した撮影方向と実際の撮影
方向との間に、例えば、９０度近いズレが生じる場合もある。
【００１０】
　これに対し、上記特許文献３のように、患者体内の３次元の画像データを生成し、生成
した３次元の画像データと現在画像との比較結果を用いて撮影部位を特定する方法によれ
ば、上記特許文献１、２と比較して撮影部位の特定精度は向上する。しかし、上記特許文
献３の方法では、内視鏡検査とは別にＣＴ検査やＭＲＩ検査を実施し、得られた検査デー
タに基づいて患者体内の３次元の画像データを生成する必要があり、手間がかかってしま
うといった問題があった。
【００１１】
　本発明は、上記課題を鑑みてなされたものであり、簡単に、撮影部位の特定精度を向上
できる内視鏡撮影部位特定装置を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記目的を達成するために、本発明の内視鏡撮影部位特定装置は、先端に撮影部が内蔵
された挿入部を患者の体内に挿入して体内の画像を得る内視鏡に用いられ、前記撮影部が
現在撮影している現在画像の撮影部位を特定する内視鏡撮影部位特定装置において、挿入
量検出部、現在画像取得部、過去画像取得部、撮影部位特定部を備える。挿入量検出部は
、挿入部の体内への挿入量を検出する。現在画像取得部は、現在画像を取得する。過去画
像取得部は、過去に行われた内視鏡検査において撮影された複数の過去画像が格納された
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過去画像格納部から、挿入量検出部が検出した挿入量に基づいて過去画像を取得する。撮
影部位特定部は、過去画像取得部が取得した過去画像と現在画像とを照合して、現在画像
に類似する過去画像を判定することにより、現在画像の撮影部位を特定する。
【００１３】
　撮影部位特定部は、照合を行った複数枚の過去画像の中から、現在画像と最も類似度が
高い過去画像を判定し、判定した過去画像の撮影部位を現在画像の撮影部位と特定するこ
とが好ましい。
【００１４】
　挿入量と、撮影部位の候補との対応関係を示す対応テーブルを有しており、過去画像取
得部は、挿入量検出部が検出した挿入量に基づいて対応テーブルを参照して撮影部位の候
補を決定し、決定した撮影部位の候補に該当する過去画像を過去画像格納部から取得して
もよい。
【００１５】
　挿入部の湾曲量を検出する湾曲量検出部と、挿入部の軸回りの回転量を検出する回転量
検出部とを備え、過去画像取得部は、挿入量、湾曲量及び回転量に基づいて、過去画像を
取得してもよい。
【００１６】
　過去画像取得部は、過去画像格納部から現在画像の撮影対象である対象患者の過去画像
を取得してもよい。
【００１７】
　過去画像取得部は、過去画像格納部から現在画像の撮影対象である対象患者とは異なる
別患者の過去画像を取得してもよい。
【００１８】
　過去画像取得部は、過去画像格納部に、現在画像の撮影対象である対象患者の過去画像
がある場合には、対象患者の過去画像を取得し、対象患者の過去画像が無い場合には、対
象患者とは異なる別患者の過去画像を取得してもよい。
【００１９】
　現在画像と、撮影部位特定部が特定した現在画像の撮影部位とを表示する内視鏡検査支
援画面を生成する画面生成部と、内視鏡検査支援画面の表示制御を行う表示制御部と、を
設けてもよい。
【００２０】
　内視鏡検査支援画面には、撮影部位特定部が特定した現在画像の撮影部位を撮影した過
去画像が、現在画像と比較可能に表示されてもよい。
【００２１】
　また、上記目的を達成するために、本発明の内視鏡撮影部位特定方法は、先端に撮影部
が内蔵された挿入部を患者の体内に挿入して体内の画像を得る内視鏡に用いられ、撮影部
が現在撮影している現在画像の撮影部位を特定する内視鏡撮影部位特定方法において、挿
入量検出部ステップ、現在画像取得ステップ、過去画像取得ステップ、撮影部位特定ステ
ップを内視鏡撮影部位特定装置が実行する。挿入量検出部ステップでは、挿入部の体内へ
の挿入量を検出する。現在画像取得ステップでは、現在画像を取得する。過去画像取得ス
テップでは、過去に行われた内視鏡検査において撮影された複数の過去画像が格納された
過去画像格納部から、挿入量検出部が検出した挿入量に基づいて過去画像を取得する。撮
影部位特定ステップでは、過去画像取得ステップで取得した過去画像と現在画像とを照合
して、現在画像に類似する過去画像を判定することにより、現在画像の撮影部位を特定す
る。
【００２２】
　また、上記目的を達成するために、本発明の内視鏡撮影部位特定プログラムは、先端に
撮影部が内蔵された挿入部を患者の体内に挿入して体内の画像を得る内視鏡に用いられ、
撮影部が現在撮影している現在画像の撮影部位を特定する内視鏡撮影部位特定プログラム
において、挿入量検出部ステップ、現在画像取得ステップ、過去画像取得ステップ、撮影
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部位特定ステップを内視鏡撮影部位特定装置が実行する。挿入量検出部ステップでは、挿
入部の体内への挿入量を検出する。現在画像取得ステップでは、現在画像を取得する。過
去画像取得ステップでは、過去に行われた内視鏡検査において撮影された複数の過去画像
が格納された過去画像格納部から、挿入量検出部が検出した挿入量に基づいて過去画像を
取得する。撮影部位特定ステップでは、過去画像取得ステップで取得した過去画像と現在
画像とを照合して、現在画像に類似する過去画像を判定することにより、現在画像の撮影
部位を特定する。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明によれば、簡単に、撮影部位の特定精度を向上できる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】内視鏡システムの構成を示す説明図である。
【図２】撮影部位が特定される流れを概略的に示す説明図である。
【図３】過去画像に付帯情報が付帯されて格納されている様子を示す説明図である。
【図４】過去画像が検査単位で分類されて格納されている様子を示す説明図である。
【図５】過去画像の検索例を示す説明図である。
【図６】プロセッサ装置の機能概略を示す説明図である。
【図７】内視鏡検査支援画面を示す説明図である。
【図８】撮影部位が特定される流れを示すフローチャートである。
【図９】対象患者の過去画像の有無により、現在画像と照合する過去画像を切り替える例
を示す説明図である。
【図１０】対応テーブルを用いて、現在画像と照合する過去画像の絞り込みを行う構成の
例を示す説明図である。
【図１１】挿入量、回転量、湾曲量を用いて現在画像と照合する過去画像の絞り込みを行
う構成の例を示す説明図である。
【図１２】挿入量、回転量、湾曲量を用いて現在画像と照合する過去画像の絞り込みを行
う構成の例を示す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　［第１実施形態］
　図１に示すように、内視鏡システム１０は、内視鏡装置１２と、過去画像サーバ１４と
を備え、これらがインターネットやＬＡＮ（Local Area Network）などの通信ネットワー
ク１６を介して接続されている。内視鏡装置１２は、内視鏡１８と、マウスピース２０と
、プロセッサ装置（内視鏡撮影部位特定装置に相当する）２２と、ディスプレイ７２と、
キーボード７４とを備えている。
【００２６】
　内視鏡１８は、患者の体内に挿入される挿入部２４と、挿入部２４の基端部に連設され
た操作部２６とを備えており、コード２８によってプロセッサ装置２２と接続されている
。挿入部２４は、撮影部３０が内蔵された先端部３２と、先端部３２の向き、すなわち、
撮影部３０の撮影方向を変化させるために湾曲自在に設けられた湾曲部３４と、可撓性を
有する可撓管部３６とからなる。撮影部３０は、ＣＣＤ(Charge Coupled Device)などの
撮像素子、及び、撮像素子へ撮影光を集光する対物レンズ、撮影部位へ照明光を照射する
照明窓からなり、挿入部２４の軸方向前方を撮影し、撮影により得られた画像信号をプロ
セッサ装置２２に出力する。
【００２７】
　挿入部２４の外周面には、測定用目盛４０が設けられている。測定用目盛４０は、挿入
部２４の長手方向に沿って所定ピッチ（例えば、１ｃｍ刻み）で並べられた複数の点状の
指標からなる。後述するように、測定用目盛４０は、患者の体内に挿入部２４がどれだけ
挿入されたかを表す挿入部２４の挿入量（以下、単に「挿入量」と省略する場合がある）
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を検出するために用いられる。挿入量は、例えば、マウスピース２０を基準として検出さ
れる量であり、マウスピース２０を基準とした、挿入部２４の先端部３２が体内に挿入さ
れる深さを表す。挿入量の単位は、例えば、センチメートル（ｃｍ）である。
【００２８】
　挿入部２４の内部には、湾曲部３４を湾曲させさせるためのアングルワイヤや、光源か
らの照明光を照明窓へ導く光ファイバーからなるライトガイドや、撮影部３０から出力さ
れた画像信号をプロセッサ装置２２に伝達したり、プロセッサ装置２２から出力された撮
影指示などの各種信号を撮影部３０へ伝達するための信号ケーブルなどが挿通されている
。
【００２９】
　操作部２６には、静止画撮影を指示するためのシャッタボタンの他、アングルワイヤの
巻き取りや引き出しを行い、湾曲部３４を湾曲させるためのアングルノブ４２が設けられ
ている。内視鏡１８では、アングルノブ４２を回転操作すると、この操作量（アングルノ
ブ４２の回転量）に応じた量だけアングルワイヤの巻き取りや引き出しが行われて湾曲部
３４が湾曲する。すなわち、内視鏡１８では、アングルノブ４２の操作量に応じて湾曲部
３４の湾曲量をコントロールできる。
【００３０】
　マウスピース２０は、筒状に形成されており、患者の口に装着される。マウスピース２
０は、患者の口を開いた状態に維持し、挿入部２４をスムーズに挿入可能とする機能や、
患者が口を閉じる（挿入部２４を噛む）などして挿入部２４が損傷することを防止する機
能を有している。挿入部２４は、マウスピース２０の内周部分を貫通するように、マウス
ピース２０から患者の体内に挿入される。
【００３１】
　また、マウスピース２０には、小型のカメラ４６、４８が設けられている。カメラ４６
、４８は、挿入部２４の挿入量を検出するために用いられる。カメラ４６、４８は、ＣＣ
Ｄなどの撮像素子を含んで構成され、挿入部２４の外周を撮影する。これにより、測定用
目盛４０が撮影される。
【００３２】
　カメラ４６、４８は、マウスピース２０に挿入された挿入部２４を、マウスピース２０
内で軸周りに回転させたときに、挿入部２４の回転量によらず、カメラ４６、４８のいず
れかの撮影範囲内に測定用目盛４０が必ず収まるように、マウスピース２０の開口におい
て、対向する位置に配置される。本実施形態では、カメラ４６を患者の顎側、カメラ４８
を患者の鼻側に配置して、各カメラ４６、４８を対向させている。
【００３３】
　これらカメラ４６、４８は、プロセッサ装置２２と通信可能に接続されており、プロセ
ッサ装置２２によって制御される。カメラ４６、４８は、プロセッサ装置２２の起動に伴
って撮影を開始する。そして、カメラ４６、４８は、プロセッサ装置２２の起動中は、例
えば、１秒間に３０フレームのペースで動画撮影を行い、撮影した各フレームをカメラ画
像としてプロセッサ装置２２へ出力する。プロセッサ装置２２は、カメラ画像に基づいて
、マウスピース２０を通過する測定用目盛４０をカウントする。測定用目盛４０は所定ピ
ッチで配列されているため、マウスピース２０を通過する測定用目盛４０をカウントする
ことにより、挿入量を検出できる。
【００３４】
　プロセッサ装置２２は、内視鏡１８の撮影部３０に対して撮影指示を入力して撮影を実
行させる撮影制御機能を有している。また、プロセッサ装置２２は、撮影により撮影部３
０から出力された画像信号に基づいて表示用画像を生成してディスプレイ７２に表示する
表示制御機能を有している。撮影部３０は、動画撮影と静止画撮影の両方を行う。動画撮
影は、例えば、プロセッサ装置２２が起動している間、継続して行われる。静止画撮影は
、操作部２６のシャッタボタンから撮影指示が入力されたタイミングで行われる。
【００３５】
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　さらに、プロセッサ装置２２は、内視鏡１８の撮影部３０が現在撮影している現在画像
４９（図２参照）の撮影部位を特定する撮影部位特定機能を有しており、本発明の内視鏡
撮影部位特定装置に相当する。
【００３６】
　図２に概略的に示すように、撮影部位の特定は、現在画像４９と過去画像サーバ１４内
の過去画像（過去の内視鏡検査で得られた画像）５０とをパターンマッチングの手法で照
合して、現在画像４９に類似する過去画像５０を判定することにより行う。過去画像５０
には付帯情報として撮影部位情報が記録されており、現在画像４９と類似する過去画像か
ら、撮影部位情報を読み出して、現在画像４９の撮影部位を特定する。同じ撮影部位であ
れば、画像の類似度が高いと考えられるため、現在画像４９との類似度が高い過去画像５
０の判定を通じて撮影部位を特定できる。
【００３７】
　図２においては、挿入部２４の先端部３２が胃Ｓに到達している様子を示している。こ
の場合、現在画像４９の撮影部位は「胃」であり、現在画像４９との類似度が高い過去画
像５０の撮影部位も「胃」となる。現在画像４９と過去画像５０の照合により、このよう
な類似度が高い過去画像５０が判定されて、現在画像４９の撮影部位が「胃」と特定され
る。
【００３８】
　また、挿入量の検出は、現在画像４９と照合する過去画像５０を絞り込むために行われ
る。過去画像サーバ１４内には多数の過去画像５０が格納されている。過去画像サーバ１
４内の過去画像５０内の中から現在画像４９に類似する過去画像５０を検索する場合に、
過去画像サーバ１４内のすべての過去画像５０と現在画像４９を照合すると照合処理に時
間が掛かる。この照合処理の時間を短縮するため、挿入量に基づいて過去画像５０を抽出
することにより、現在画像４９との照合対象となる過去画像５０の絞り込みが行われる。
【００３９】
　現在画像４９は、例えば、動画を構成するフレームと、静止画撮影で得た静止画の両方
を含む。現在画像４９の撮影部位の特定は、検査を実施している医師に対して、現在画像
４９の撮影部位を報せることを目的としているため、動画の場合には、すべてのフレーム
の撮影部位を特定する必要はない。そのため、動画の場合には、例えば、１秒に１回程度
の間隔で取得されたフレームについて撮影部位を特定する処理が実行される。
【００４０】
　過去画像サーバ１４は、過去画像５０が複数枚格納される過去画像格納部５２を備えて
いる。過去画像サーバ１４は、プロセッサ装置２２と通信ネットワーク１６を介して接続
されており、プロセッサ装置２２から入力される過去画像５０の検索要求に応答し、要求
された過去画像５０を過去画像格納部５２から検索して、プロセッサ装置２２に送信する
。
【００４１】
　図３に示すように、過去画像格納部５２に格納された過去画像５０には、それぞれ、撮
影対象の患者を識別するための患者識別情報（患者名や患者ＩＤなど）、撮影日時を示す
撮影日時情報、挿入量を示す挿入量情報、及び撮影部位を示す撮影部位情報などの各種情
報が、画像のデータに付帯する付帯情報として記録されている。
【００４２】
　過去画像５０は、本例の内視鏡装置１２と同様の挿入量検出機能及び撮影部位特定機能
を有する内視鏡装置を用いて、過去の検査で撮影された画像である。本例の内視鏡装置１
２は、撮影部位特定を行った場合に、撮影部位特定に使用した現在画像４９に対して、検
出した挿入量と撮影部位をそれぞれ付帯情報として記録する。すなわち、現在画像４９の
撮影時点における挿入部２４の挿入量と、挿入量に基づいて特定された撮影部位が、現在
画像４９の付帯情報としてリアルタイムで記録される。また、現在画像４９には、患者識
別情報も合わせて付帯情報として記録される。
【００４３】
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　現在画像４９は、上述のとおり、動画のフレームや静止画である。現在画像４９の全部
又は一部は過去画像５０として過去画像格納部５２に格納されて保存される。そのため、
過去画像格納部５２には、挿入量情報、撮影部位情報、及び患者識別情報が付帯情報とし
て記録された過去画像５０が保存される。
【００４４】
　撮影部位情報は、検査対象が上部消化管の場合には、上部消化管のうちの撮影対象とな
る部位、すなわち、食道、胃、十二指腸などの臓器を示す情報である。また、撮影部位情
報には、各臓器を大分類として、大分類の撮影部位を更に細かく分類した、小分類の撮影
部位を示す情報が含まれていてもよい。小分類の撮影部位は、例えば、胃を大分類の撮影
部位とした場合における、噴門、胃角、幽門などの胃の一部である。撮影部位情報を詳細
にするほど、細かな撮影部位を特定することが可能である。
【００４５】
　図４に示すように、過去画像格納部５２には、撮影部位情報などの付帯情報が記録され
た複数の過去画像５０が、検査Ｅ（検査Ｅ１、Ｅ２・・・）単位で格納されている。本例
において、検査Ｅ１、Ｅ２は、それぞれ別の患者Ａ、Ｂに対して行われたものであるが、
検査Ｅは、同じ患者に対して複数回行われる場合もある。その場合には、同じ患者に対し
て実施された複数回の検査の過去画像５０が保存される。本例の検査Ｅ１、Ｅ２は、いず
れも上部消化管の検査であり、各検査Ｅ１、Ｅ２の過去画像５０には、口内、食道、胃な
どの各撮影部位の過去画像が含まれている。こうした過去画像格納部５２から、現在画像
４９との照合に使用される過去画像５０が抽出される。
【００４６】
　図５に示すように、過去画像格納部５２は、上述した患者識別情報、挿入量情報、撮影
部位情報などを検索条件として、格納された過去画像５０を検索可能なデータベースであ
る。例えば、検索条件として、患者識別情報と、挿入量情報を指定して、検索を指示する
と、過去画像格納部５２は、検索条件に合致する過去画像５０を抽出する。
【００４７】
　図５においては、患者識別情報として患者Ａが、挿入量Ｌとして３６～４６ｃｍの範囲
が指定されており、過去画像５０ａ～５０ｃが検索により抽出された例を示している。過
去画像５０ａは、挿入量Ｌが３７ｃｍの位置で撮影され、撮影部位が「噴門」の過去画像
である。過去画像５０ｂは、挿入量Ｌが４２ｃｍの位置で撮影され、撮影部位が「胃角」
の過去画像であり、過去画像５０ｃは、挿入量Ｌが４３ｃｍの位置で撮影され、撮影部位
が「幽門」の過去画像である。
【００４８】
　このように、過去画像サーバ１４は、挿入量Ｌに応じてそれに対応する撮影部位の過去
画像５０を検索することが可能であるため、現在画像４９の挿入量Ｌと同等の挿入量Ｌで
撮影された過去画像５０を抽出できる。
【００４９】
　また、患者識別情報を検索条件とすることにより、現在画像４９と同じ患者の過去画像
５０を抽出することができる。過去画像５０は、現在画像４９と照合することにより、現
在画像４９の撮影部位を特定するために使用される。そのため、現在の撮影対象の患者で
ある対象患者の現在画像４９と同一の対象患者の過去画像５０を使用すれば、他の患者の
過去画像５０を使用する場合と比べて、類似度が高い過去画像５０を抽出することが可能
となる。これにより、撮影部位の特定精度を向上できる。
【００５０】
　図６に示すように、プロセッサ装置２２は、画像処理部８８、制御部８９、現在画像取
得部９０、挿入量検出部９１、過去画像取得部９２、撮影部位特定部９８、画面制御部１
００、ストレージデバイス８７を有している。
【００５１】
　画像処理部８８は、撮影部３０が出力する画像信号に対して画像処理を施して、観察画
像を生成し、これを現在画像４９として出力する。現在画像４９は、画面制御部１００に
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入力されて、ディスプレイ７２に表示される。画面制御部１００は、表示画像を生成する
表示画像生成処理及び表示画像を表示する表示制御処理などの処理を行って、ディスプレ
イ７２に出力する。これにより、現在画像４９がディスプレイ７２にリアルタイムで表示
されて、医師の観察に供される。
【００５２】
　動画撮影中は、撮影部３０から動画を構成するフレームの画像信号が、所定時間間隔で
画像処理部８８に入力される。画像処理部８８は、各フレームの画像信号に基づいて、現
在画像４９を生成し、順次画面制御部１００に出力する。シャッタボタンが操作された場
合には、静止画の画像信号が入力されて、画像処理部８８は、静止画の現在画像４９を生
成し、画面制御部１００に出力する。動画や静止画の現在画像４９は、メモリやハードデ
ィスクドライブなどのストレージデバイス８７に保存される。
【００５３】
　制御部８９は、プロセッサ装置２２の各部を統括的に制御する。また、制御部８９は、
撮影部位特定処理の実行開始指示を発行して、現在画像取得部９０、過去画像取得部９２
、撮影部位特定部９８の各部を制御する。実行開始指示は、動画撮影中であれば、上述し
たとおり、１秒に１回程度の間隔で発行される。静止画が撮影された場合にはそのタイミ
ングで発行される。実行開始指示が各部に入力されると、撮影部位特定処理が開始される
。また、制御部８９は、過去画像の検索条件として用いる患者識別情報を過去画像取得部
９２に入力する。患者識別情報は、例えば、検査開始前にプロセッサ装置２２に入力され
る検査オーダに含まれている。制御部８９は、検査オーダから患者識別情報を読み出して
、過去画像取得部９２に入力する。
【００５４】
　現在画像取得部９０は、実行開始指示が入力されると、その時点で画像処理部８８が出
力する現在画像４９を取得する。一方、現在画像取得部９０は、制御部８９から実行開始
指示が入力されると、取得した現在画像４９を、撮影部位特定部９８にも出力する。
【００５５】
　挿入量検出部９１には、カメラ４６、４８によって撮影されたカメラ画像がリアルタイ
ムに入力される。挿入量検出部９１は、入力されたカメラ画像を順次解析し、解析結果に
基づいて挿入部２４の挿入量を検出する。具体的には、カメラ画像には、測定用目盛４０
が付された挿入部２４の外周が写り込む。挿入部２４を患者の体内に挿入すると、挿入部
２４がマウスピース２０に対して相対的に移動する。この移動により、測定用目盛４０を
構成する指標も、カメラ４６、４８の位置を順次通過する。
【００５６】
　挿入量検出部９１は、順次入力されるカメラ画像に写された測定用目盛４０の指標の個
数をカウントすることにより、挿入量（挿入部２４の先端が、マウスピース２０から何セ
ンチメートル挿入されたか）を検出する。なお、測定用目盛４０を、挿入量を表す数字で
構成し、カメラ画像を通じて数字を読み取ることにより、挿入量を検出してもよい。
【００５７】
　現在画像取得部９０及び過去画像取得部９２は、実行開始指示が入力されると、その時
点で挿入量検出部９１が出力する挿入量を取得する。過去画像取得部９２は、実行開始指
示が入力されると、撮影部位特定のための過去画像５０を過去画像サーバ１４から取得す
る。具体的には、その時点で挿入量検出部９１から取得した挿入量と、制御部８９から取
得する患者識別情報とが検索条件として指定された検索要求を、過去画像サーバ１４に送
信する。
【００５８】
　検索条件として指定される挿入量としては、例えば、挿入量検出部９１から入力された
挿入量を含む所定範囲（本実施形態では、入力された挿入量を中心とした１０ｃｍの範囲
）が設定される。このように検索条件として指定する挿入量に幅を持たせる理由は、挿入
量の検出誤差を考慮するためである。例えば、同じ患者に対して複数回検査を実施して、
同一の撮影部位（例えば胃）を観察する場合でも、過去の検査と今回の検査で、胃を観察
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する際の挿入量は完全に同じにはならない。胃などの臓器は伸縮するためである。そのた
め、検出した挿入量を含む所定範囲が検索条件として指定される。
【００５９】
　過去画像サーバ１４は、この検索要求を受け付けると、検索要求で指定される検索条件
に合致する過去画像を検索して、検索した過去画像を過去画像取得部９２へ送信する。過
去画像取得部９２は、このようにして過去画像サーバ１４から過去画像を取得する。これ
により、指定した挿入量に応じた過去画像が抽出される。
【００６０】
　検索条件として指定する挿入量は、挿入量検出部９１が検出した挿入量Ｌそのものでは
なく、挿入量Ｌを中心として幅を持たせた範囲である。例えば、図５に示したとおり、挿
入量検出部９１が検出した現在の挿入量Ｌが４１ｃｍの場合には、挿入量Ｌ＝４１ｃｍを
中心とした１０ｃｍの範囲、すなわち、３６～４６ｃｍの挿入量の範囲が検索条件として
指定される。そして、この挿入量の範囲の過去画像５０ａ～５０ｃが取得される（図５参
照）。そして、過去画像取得部９２は、このようにして取得した過去画像５０（本例の場
合、過去画像５０ａ～５０ｃ）を撮影部位特定部９８へと出力する。
【００６１】
　撮影部位特定部９８は、制御部８９から実行開始指示が入力されると、過去画像取得部
９２から入力される複数枚の過去画像５０のそれぞれと、現在画像取得部９０から入力さ
れた現在画像４９と照合し、例えば、輪郭や色合いなどを比較する周知のパターンマッチ
ング判定を行って、両者の類似度を算出する。そして、撮影部位特定部９８は、照合を行
った複数枚の過去画像５０の中から、現在画像４９と最も類似度が高い過去画像５０を判
定する。そして、類似度が最も高い過去画像５０から撮影部位情報を読み出して、その撮
影部位を、現在画像４９の撮影部位と特定する。
【００６２】
　現在画像４９と過去画像５０との照合によって類似度を算出する方法は、より具体的に
は、次のように行われる。まず、現在画像４９や過去画像５０から、それぞれに描出され
ている粘膜内の血管構造や粘膜表面の腺管構造から、形状や色調といった特徴量を抽出す
る。次に、現在画像４９の特徴量と過去画像５０の特徴量を比較して、類似度を算出する
。こうした処理を、複数枚の過去画像５０のそれぞれに対して行って、各過去画像５０に
ついて現在画像５０との類似度を算出する。その中から最も類似度が高い過去画像５０を
判定する。
【００６３】
　また、過去画像取得部９２から入力された複数枚の過去画像５０と現在画像４９との類
似度を算出する前に、過去画像５０と現在画像４９のそれぞれの特徴量を抽出した段階で
、大まかなフィルタリングを行って、類似度を算出する過去画像５０を絞り込んでもよい
。というのも、色調やヒダの形状など、粘膜の見え方は、食道、胃などの臓器によって異
なる。粘膜の見え方は、特徴量に反映されるため、特徴量が異なる画像同士は、臓器が異
なっている可能性が高い。そのため、過去画像５０と現在画像４９のそれぞれの特徴量を
抽出した段階で、現在画像４９の特徴量と大きく乖離した特徴量を有する過去画像５０に
ついては、現在画像４９との類似度を算出する照合対象から除外してもよい。
【００６４】
　撮影部位特定部９８は、特定した撮影部位を画面制御部１００へと出力する。また、撮
影部位特定部９８は、特定された撮影部位とともに、撮影部位の特定に用いた現在画像４
９、及びこの現在画像４９と最も類似度が高いと判定された過去画像５０を、画面制御部
１００へと出力する。
【００６５】
　画面制御部１００は、撮影部位特定部９８から入力された撮影部位、及び、撮影部位の
特定に用いられた現在画像４９、並びに、この現在画像４９と最も類似度が高いと判定さ
れた過去画像５０に基づいて内視鏡検査支援画面１０２（図７参照）を生成し、ディスプ
レイ７２に表示する表示制御を行う。このように、画面制御部１００は、内視鏡検査支援
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画面１０２を生成する画面生成部として機能するだけでなく、内視鏡検査支援画面１０２
の表示制御を行う表示制御部としても機能する。
【００６６】
　図７に示すように、内視鏡検査支援画面１０２は、現在画像表示領域１０２ａ、撮影部
位表示領域１０２ｂ、過去画像表示領域１０２ｃが設けられている。現在画像表示領域１
０２ａには、現在画像４９と、現在画像４９を撮影中の患者の患者識別情報や、現在画像
４９の撮影日時情報が表示される。撮影部位表示領域１０２ｂには、撮影部位特定部９８
によって特定された現在画像４９の撮影部位が表示される。さらに、現在画像４９の取得
時点における挿入量情報も表示される。
【００６７】
　内視鏡検査支援画面１０２においては、動画の撮影中は、現在画像４９が順次更新され
る。撮影部位情報及び撮影部位の特定に使用された過去画像５０は、撮影部位特定処理の
実行間隔で更新される。静止画が撮影されて、現在画像４９が静止画になった場合には、
動画の表示中に挿入表示される。
【００６８】
　また、本実施形態では、特定された撮影部位を文字情報として表示することに加え、人
体を模したシェーマ画像１０６に円形の指標１０８を付すことにより、特定された撮影部
位を画像情報としても表示している。
【００６９】
　過去画像表示領域１０２ｃには、現在画像４９の撮影部位を特定する際に照合された過
去画像５０のうち、現在画像４９と最も類似度の高い過去画像５０が表示される。また、
過去画像表示領域１０２ｃには、表示された過去画像５０の患者識別情報や撮影日時情報
が表示される。このように、撮影部位の特定に使用した過去画像５０を表示することによ
り、現在画像４９の撮影部位の特定を、どのような過去画像５０に基づいて行ったのかを
検証できる。
【００７０】
　以下、上記構成の本発明の作用について図８のフローチャートを参照しながら説明を行
う。内視鏡装置１２では、検査を開始すると動画の撮影が開始される。プロセッサ装置２
２においては、撮影部３０からの画像信号に基づいて画像処理部８８が現在画像４９を生
成する。画面制御部１００は、現在画像４９をディスプレイ７２に表示する。また、操作
部２６のシャッタボタンの操作によって、静止画の撮影が行われる。挿入部２４の挿入量
が変化すると、現在画像４９の撮影対象が変わる。現在画像４９に写し出される撮影部位
が変化する。これにより、挿入部２４の挿入量に応じた撮影部位の現在画像４９が観察さ
れる。
【００７１】
　また、挿入量検出部９１は、カメラ４６、４８が撮影するカメラ画像に基づいて内視鏡
１８の挿入部２４の挿入量を検出する。
【００７２】
　制御部８９は、動画の撮影中に所定時間間隔で、撮影部位特定処理の実行開始指示を発
行する。また、静止画の撮影が行われた場合には、そのタイミングで実行開始指示を発行
する。実行開始指示は、現在画像取得部９０、過去画像取得部９２、撮影部位特定部９８
のそれぞれに出力する。
【００７３】
　現在画像取得部９０は、実行開始指示の入力時点において画像処理部８８が出力する現
在画像４９を取得する。過去画像取得部９２は、実行開始指示の入力時点において挿入量
検出部９１が検出する挿入量を取得する。過去画像取得部９２は、検出された挿入量を含
む所定範囲と、患者識別情報とを検索条件として指定した検索要求を過去画像サーバ１４
に送信する。過去画像サーバ１４は、検索条件に合致する過去画像５０を検索して、過去
画像取得部９２に送信する。挿入量に基づいて過去画像５０を取得するため、現在画像４
９の撮影部位の挿入量に近い範囲の撮影部位を撮影した過去画像５０を抽出することがで
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きる。
【００７４】
　抽出された複数の過去画像５０と、現在画像４９は、撮影部位特定部９８へ入力される
。撮影部位特定部９８は、現在画像４９と、抽出された複数の過去画像５０のそれぞれと
を照合し、各過去画像５０と現在画像４９との類似度を算出する。そして、類似度の最も
高い過去画像５０を判定し、判定した過去画像５０の撮影部位情報を読み出して、その撮
影部位を現在画像４９の撮影部位であると特定する。
【００７５】
　画面制御部１００は、特定された撮影部位、撮影部位の特定に使用した過去画像５０、
現在画像４９、及び現在画像４９の挿入量に基づいて、図７に示す内視鏡検査支援画面１
０２を生成する。内視鏡検査支援画面１０２は、ディスプレイ７２に表示される。これに
より、検査を行う医師に対して、現在画像４９の撮影部位を報せることができる。
【００７６】
　内視鏡検査支援画面１０２においては、動画の撮影中は、現在画像４９が順次更新され
る。また、動画の撮影中は、実行開始指示が１秒間隔で発行されて、その間隔で撮影部位
特定処理が実行される。撮影部位情報は、１秒程度の間隔で更新される。動画の場合、挿
入部２４の挿入量の変化によって現在画像４９の撮影部位は逐次変化するが、１秒程度の
間隔で撮影部位情報も更新されるので、表示中の現在画像４９に対して、撮影部位情報の
更新が著しく遅延するおそれもない。もちろん、撮影部位特定処理の実行間隔を１秒以下
にしてもよいし、１秒以上の間隔にしてもよい。
【００７７】
　撮影部位情報及び撮影部位の特定に使用された過去画像５０は、撮影部位特定処理の実
行間隔で更新される。静止画が撮影されると、撮影された静止画が現在画像４９として動
画の表示中に挿入表示される。静止画が表示されている間は、静止画に対応する撮影部位
情報及び過去画像５０が表示される。もちろん、動画と静止画を両方観察できるように内
視鏡検査支援画面１０２において、並列的に表示してもよい。
【００７８】
　撮影部位特定部９８は、撮影部位特定処理が行われた現在画像４９に対しては、撮影部
位特定部９８は、挿入量を示す挿入量情報と、特定した撮影部位を示す撮影部位情報を、
それぞれ付帯情報として記録する。これにより、現在画像４９が過去画像５０として保存
される場合には、過去画像５０に挿入量情報や撮影部位情報が記録される。
【００７９】
　本例において、動画撮影の場合には、撮影部位特定処理の実行タイミングは、数秒間隔
であるため、その間隔で取得された動画の各フレームに挿入量情報及び撮影部位情報が記
録される。また、現在画像４９が静止画の場合には、各静止画に挿入量情報及び撮影部位
情報が記録される。現在画像４９として取得した動画及び静止画の全部又は一部は、保存
されて、過去画像５０として利用される。
【００８０】
　以上のように、本発明では、挿入量に基づいて過去画像を取得して、現在画像と取得し
た過去画像とを照合して、現在画像に類似する過去画像を判定することにより、現在画像
の撮影部位を特定する。このため、従来の特許文献１及び特許文献２に記載されているよ
うに、挿入部の挿入量や、挿入部（湾曲部）の湾曲量、挿入部の軸周りの回転量などに基
づいて、撮影部位を特定する装置と比較して、撮影部位の特定精度が高い。挿入量、湾曲
量、回転量は、検出誤差が大きいと考えられる。パターンマッチングなどの画像解析によ
る照合を用いることにより、高い特定精度を確保できる。本発明においても挿入量を使用
しているが、これは、現在画像と照合する過去画像の絞り込みに使用するので、挿入量に
誤差があっても、特定精度に影響はない。また、挿入量で過去画像を絞り込むことで、処
理時間も短縮することができる。
【００８１】
　また、本発明では、撮影部位の特定精度を向上するために現在画像を過去画像と照合す
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るので、例えば、特許文献３のように、ＣＴ検査やＭＲＩ検査により得られた３次元の画
像データを用いて撮影部位の特定精度を向上する従来技術と比較して、大がかりな装置を
用いることなく、簡単に、撮影部位の特定精度を向上できる。
【００８２】
　また、本例では、現在画像と照合する過去画像として、現在画像の撮影対象である対象
患者の過去画像を使用している。撮影部位が同じ場合でも、別の患者の画像同士を比較す
るよりも、同じ患者の画像同士を比較した方が類似度は高くなる。そのため、対象患者の
過去画像を使用することにより、類似度が高い過去画像の抽出が可能となり、さらに特定
精度を向上できる。
【００８３】
　また、本例では、図７に示すように、特定した撮影部位を文字情報として表示するだけ
でなく、特定した撮影部位を示す指標をシェーマ画像に付すことによって、特定した撮影
部位を画像情報としても表示する（図７参照）。これにより、ユーザーが撮影部位を把握
し易い。
【００８４】
　また、本例では、図７に示すように、現在画像と、この現在画像と同じ撮影部位を撮影
したとみなすことができる過去画像とを比較可能に表示する。これにより、これら現在画
像と過去画像とを目視にて比較することにより、特定された撮影部位が妥当であるかを検
証することができる。
【００８５】
　［第２実施形態］
　上記実施形態では、現在画像と照合する過去画像として、現在画像の対象患者の過去画
像を使用しているが、対象患者とは異なる別患者の過去画像を用いて、撮影部位を特定し
てもよい。
【００８６】
　もちろん、別患者の過去画像を使用する場合には、同じ患者同士の画像を照合する場合
と比べて、撮影部位が同じでも、現在画像との類似度は低くなる。しかし、過去画像サー
バ１４に同一患者の過去画像が存在しない場合もあり、その場合には、現在画像との照合
を行うことができない。別患者の過去画像を用いる方法は、このような場合に有効である
。
【００８７】
　また、図９に示すように、過去画像取得部９２は、過去画像格納部５２に、対象患者の
過去画像５０が有る場合には、対象患者の過去画像５０を取得し、対象患者の過去画像５
０が無い場合には、別患者の過去画像５０を取得することが好ましい。
【００８８】
　［第３実施形態］
　図１０に示す第３実施形態は、挿入量と撮影部位の候補との対応関係を記録した対応テ
ーブル１１１を使用する例である。第１実施形態は、挿入量の値をそのまま検索条件とし
て使用して過去画像５０を抽出している。第３実施形態では、まず、過去画像取得部９２
が、検出した挿入量に基づいて対応テーブル１１１を参照して、撮影部位の候補を決定す
る。そして、決定した撮影部位の候補を検索条件として指定して、撮影部位の候補に該当
する過去画像５０を過去画像格納部５２から取得する。
【００８９】
　挿入量と撮影部位の間には、おおよその関係がある。対応テーブル１１１は、挿入量の
範囲と、その挿入量に該当する撮影部位の候補との対応関係を記録したものである。図１
０の例では、挿入量をＬ（ｃｍ）としたときに、「０＜Ｌ≦１０」には撮影部位として「
口内」と「食道」が、「１０＜Ｌ≦３０」には撮影部位として「食道」と「噴門」が、「
３０＜Ｌ≦４０」には撮影部位として「食道」と「噴門」と「胃角」が対応付けされてい
る。また、「４０＜Ｌ≦４２」には撮影部位として「噴門」と「胃角」と「幽門」が、「
４２＜Ｌ≦４５」には撮影部位として「胃角」「幽門」、「十二指腸」が対応付けされて
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いる。
【００９０】
　例えば、過去画像取得部９２は、検出した挿入量Ｌが３６ｃｍの場合には、対応テーブ
ル１１１を参照して、「食道」、「噴門」、「胃角」を撮影部位の候補として決定する。
そして、これらに該当する撮影部位情報を付帯情報として有する過去画像５０を取得する
。本例によれば、検索条件としては撮影部位情報が使用されるため、過去画像５０には、
付帯情報として撮影部位情報のみあればよく、挿入量情報は不要である。
【００９１】
　このように、対応テーブル１１１を使用すると、過去画像５０の付帯情報としては撮影
部位情報で済むというメリットがある。過去画像５０の付帯情報は、第１実施形態で示し
たように内視鏡装置１２による自動入力の他に、マニュアルで入力する場合も考えられる
。その場合には、挿入量情報を記録するのは難しい。撮影部位情報については、例えば、
過去画像５０を観察しながら、医師が撮影部位を特定して、過去画像５０の付帯情報とし
て入力することも可能である。対応テーブル１１１を使用する方法は、過去画像５０に挿
入量情報を記録できない場合に有効である。
【００９２】
　なお、対応テーブル１１１に記録される、挿入量と撮影部位の候補との対応関係は、例
えば、成人の標準的な値を下に作成される。しかし、こうした対応関係は、成人であって
も、性別、体格等によって異なる場合もある。このため、複数の対応テーブルを設け、患
者の性別、体格などに応じて用いる対応テーブルを切替えて使用できるようにしてもよい
。
【００９３】
　［第４実施形態］
　図１１及び図１２に示す第４実施形態は、過去画像取得部９２が、検出した挿入量に加
えて、湾曲部３４の湾曲量及び挿入部２４の軸周りの回転量に基づいて過去画像５０を取
得する例である。すなわち、第４実施形態では、現在画像４９と照合する過去画像５０を
、挿入量だけでなく、湾曲量及び回転量に基づいて絞り込む。
【００９４】
　内視鏡１８の先端部３２は、湾曲部３４の湾曲により撮影方向を変化させることができ
る。湾曲部３４は、アングルノブ４２の操作により上下左右に湾曲する。さらに、挿入部
２４は軸周りにも回転する。
【００９５】
　内視鏡検査を行う場合、検査を受ける患者の姿勢は、ベッド上で体を横向きにした仰臥
姿勢を取るのが一般的である。また、内視鏡１８の挿入部２４の患者に対する相対的な挿
入姿勢もほぼ決まっている場合が多い。例えば、患者が左手を下に、右手を上に仰臥姿勢
を取っている場合に、撮影される画像の天が右手方向に、地が左手方向に向く姿勢で挿入
される。そして、上部消化管は、患者の体軸に沿ってほぼ直線的に配置されていること、
患者の姿勢と挿入部２４の挿入姿勢の相対的な位置関係がほぼ一定であることを前提とす
れば、湾曲量と回転量を検出することにより、患者の体内における先端部３２の向きを検
出することができる。先端部３２の向きは、すなわち、撮影方向である。
【００９６】
　本例のプロセッサ装置２２内には、挿入量検出部９１に加えて、湾曲量検出部１１２、
回転量検出部１１３が設けられている。湾曲量検出部１１２は、例えば、アングルノブ４
２の操作量を内視鏡１８から取得して、湾曲部３４の湾曲量を検出する。アングルノブ４
２は、上下方向の操作用と左右方向の操作用が設けられている。アングルノブ４２の操作
量（回転量）を、例えば、ロータリーエンコーダなどで検出し、これを湾曲量検出部１１
２に出力する。湾曲量検出部１１２は、アングルノブ４２の操作量に基づいて、湾曲部３
４の上下左右の湾曲量を検出して、これを過去画像取得部９２に出力する。回転量検出部
１１３は、例えば、測定用目盛４０の軸周りの移動を、カメラ４６、４８のカメラ画像を
解析して回転量を検出する。
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【００９７】
　過去画像取得部９２は、撮影部位特定処理の実行開始信号が入力されたタイミングで、
挿入量に加えて、湾曲量と回転量を取得する。上下左右の湾曲量が検出できれば、基準位
置に対する湾曲方向が分かる。基準位置とは、例えば、上下左右の湾曲量がゼロで、先端
部３２の軸が挿入部２４の挿入軸と一致している姿勢である。上述のとおり、患者の体勢
と挿入部２４の挿入姿勢が一定であること、上部消化管は、ほほ体軸に沿っていることを
前提とすれば、湾曲方向と回転量に基づいて、先端部３２の向き（撮影方向）をおおよそ
検出することができる。
【００９８】
　図１１及び図１２に示すように、撮影方向については、例えば、消化管などの管軸と挿
入部２４の挿入軸が一致する管軸方向と、次に示す４方向の合計５方向に分割して規定す
る。４方向は、左手を下にして仰臥している患者の体の前面方向（腹側）か、背面方向（
背中側）か、右手方向か、左手方向の４方向である。湾曲量と回転量に基づいて、現在画
像４９の撮影方向が、これら５方向のうちどの方向であるかを検出する。本例においては
、各過去画像５０にも、撮影部位情報として、上記５方向のいずれかの撮影方向が記録さ
れる。
【００９９】
　図１２に示すように、過去画像取得部９２は、回転量及び湾曲量に基づいて、撮影方向
判定処理を行う。そして、現在画像４９の撮影方向が、例えば、前面方向（腹側）と判定
された場合には、５方向のうち、前面方向（腹側）とは反対側のハッチングで示す背面方
向（背中側）については除外して、残りの４方向（管軸方向、前面方向（腹側）、右手方
向、左手方向）を検索条件として指定する撮影方向に決定する。
【０１００】
　この場合、検索条件として、撮影方向判定処理で判定した前面方向だけを検索条件とし
てもよい。しかし、本例においては、撮影方向の判定は誤差が大きいと考えられるため、
可能性が最も低い方向のみを除外するという方法を採用している。これにより、例えば、
判定した撮影方向は前面方向であったが、実際には右手方向であったというように、判定
した撮影方向と実際の撮影方向にズレが生じる場合でも、実際の撮影方向の過去画像を漏
れなく抽出することができる。
【０１０１】
　そもそも、撮影方向の判定は、現在画像４９と照合する過去画像５０を絞り込むことに
あるため、こうした方法で可能性の低い一部の撮影方向のみを除外する方法によっても、
照合処理の時間を短縮することはできる。もちろん、撮影方向判定の精度が高い場合には
、撮影方向判定処理で判定した正面方向のみを検索条件として指定してもよい。
【０１０２】
　過去画像取得部９２は、決定した撮影方向と、挿入量を検索条件とする検索要求を過去
画像サーバ１４に送信して、条件に合致する過去画像５０を取得する。
【０１０３】
　撮影部位特定部９８は、上記実施形態と同様の要領で、取得した過去画像５０と現在画
像４９とを照合して、類似度の高い過去画像５０を判定する。そして、判定した過去画像
５０の付帯情報から撮影部位情報として、撮影部位と撮影方向を読み出して、現在画像４
９の撮影部位とその撮影部位における撮影方向を特定する。これらの情報は、上記実施形
態と同様に、撮影部位情報として、内視鏡検査支援画面１０２に表示される。
【０１０４】
　また、本例によれば、撮影部位情報として、撮影方向を表示することにより、医師に現
在画像４９の撮影方向も報せることができる。
【０１０５】
　また、上記実施形態では、プロセッサ装置を、現在画像の撮影部位を特定する内視鏡撮
影部位特定装置として機能させる例で説明をしたが、プロセッサ装置とは別に、例えば、
サーバなどのコンピュータを設け、このサーバを内視鏡撮影部位特定装置として機能させ
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てもよい。
【０１０６】
　この場合、撮影部位の特定に必要な情報（撮影部が撮影した現在画像や、マウスピース
のカメラ画像や、アングルノブの操作量など）を、プロセッサ装置からサーバに対して送
信する。サーバのＣＰＵは、現在画像取得部、過去画像取得部、挿入量検出部、撮影部位
特定部などとして機能する。そして、過去画像取得部が上述した実施形態と同様の手法で
撮影部位を特定し、内視鏡検査支援画面を生成してプロセッサ装置に対して配信する。こ
のような構成としても、上記実施形態と同様の効果を得ることができる。
【０１０７】
　また、挿入部の挿入量や回転量の検出にカメラを用いた例で説明したが、例えば、コン
ピュータの入力デバイスとして周知のマウスデバイスなどに利用されるトラックボールに
よる検出手段などにより、挿入部の挿入量や回転量を検出してもよい。
【０１０８】
　なお、本発明は、上記実施形態や上述した変形例に限らず、本発明の要旨を逸脱しない
限り種々の構成を採り得る。例えば、上記実施形態や上述した変形例を適宜組合せること
も可能である。また、本発明は、プログラムに加えて、プログラムを記憶する記憶媒体に
も及ぶ。
【符号の説明】
【０１０９】
　１０　内視鏡システム
　１２　内視鏡装置
　１４　過去画像サーバ
　１８　内視鏡
　２０　マウスピース
　２２　プロセッサ装置（内視鏡撮影部位特定装置）
　２４　挿入部
　２６　操作部
　３０　撮影部
　３２　先端部
　３４　湾曲部
　４０　測定用目盛
　４２　アングルノブ
　４４　操作量検出器
　４６、４８　カメラ
　４９　現在画像
　５０　過去画像
　５２　過去画像格納部
　７２　ディスプレイ（モニタ）
　８０　ＡＰ
　９０　現在画像取得部
　９１　挿入量検出部
　９２　過去画像取得部
　９８　撮影部位特定部
　１００　画面制御部（画面生成部、表示制御部）
　１０２　内視鏡検査支援画面
　１０２ａ　現在画像表示領域
　１０２ｂ　撮影部位表示領域
　１０２ｃ　過去画像表示領域
　１０６　シェーマ画像
　１０８　指標
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　１１１　対応テーブル
　１１２　湾曲量検出部
　１１３　回転量検出部

【図１】 【図２】
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